













































































































































































































































































（1）Skill Getting and Skill Using Activity : Rivers and Temperley（1978）
図 2 Skill Getting and Skill Using Activity
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図 2は学習の連続的な過程（sequence）ではなく、学習の要素（schema）として提示されてい
る。Skill Getting Activity（言語に対する知識を得る活動）と Skill Using Activity（その知識を実際
の場面で使ってコミュニケーションをする活動）という捉え方は、教室活動が Skill Getting Activ-
ityに限られる伝統的な教授アプローチや、逆に Skill Getting Activityを軽視したりする極端なコ
ミュニカティブ・アプローチを見直す観点を与えてくれるだろう。
（2）Psycholinguistic processing approach（心理言語学に基づいた理解重視のアプローチ）
SLA研究のみならず教材作成の実績もある Nunan（1989 : 118）は、図 2を踏まえ、次のよう






図 3 Psycholinguistic processing approach






















oral practice＝口頭練習を含む指導〔図 4〕）と、インプット重視の Processing Instruction〔図 5〕
の違いを解説している。Van Pattenが言う伝統的指導は、オーディオリンガル・アプローチに代





図 4 伝統的指導（Traditional Instruction）
図 5 理解重視の指導（Processing Instruction）
（4）A Model of L2 Acquisition Incorporating a Weak Interface Position : Ellis（1995）
図 6は、それまでの習得理論を統合して提案された Ellis（1995 : 89）の習得モデルである。こ
のモデルにある Implicit Knowledge of L2（潜在的知識）は、図 4や図 5の developing systemと同
じもので、学習者はインテイク（吸収される言語インプット）を自分自身の中間言語の内在化・
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① Repeat identically 反復練習（そのままリピートする）
② Repeat with transformation 活用・変換練習
③ Repeat with substitution 代入練習（Cueは与えられる）
④ Repeat selectively 代入練習（学習者が Cueを選ぶ）





① Analyze （form, meaning） 分析・解読（言語形式、意味）
② Compare （form, meaning） 比較（言語形式、意味）
③ Hypothesis （form, meaning） 仮説を立てる（言語形式、意味）































① Teacher& learner（s），whole class observing 教師と学習者（他の学習者は観察）〔T⇔L,C〕
例 ある学習者が答え、ほかの学習者は聞い
ている。
② Learner（s）to the whole class ある学習者からクラス全体へ〔L→C〕例
スピーチ
③ Learners with whole class simultaneously クラス全体〔C〕例 コーラス
④ Learners individually simultaneously 学習者の個人作業〔L〕
⑤ Learners in pairs/groups, class observing 学習者同士のペアワークやグループワーク
（他の学習者は観察）〔L1⇔L2,C〕
⑥ Learners in pairs/groups, simultaneously 学習者同士のペアワークやグループワーク
（クラス全体で）〔L⇔L〕





















②Words/phrases/sentences : Written 語、句、文レベルのインプット（文字による）
③Words/phrases/sentences : Oral 語、句、文レベルのインプット（音声による）
④ Extended discourse : Written 談話レベルのインプット（文字による）
⑤ Extended discourse : Oral 談話レベルのインプット（音声による）
Focus on
（焦点）










①-1 Linguistic items 言語項目
①-2 Meta linguistic comment 言語項目以外
②-1 Fiction 架空の状況
②-2 Non-Fiction 現実社会の状況（＝authentic）
























②Words/phrases/sentences : Written 語、句、文レベルのアウトプット（文字による）
③Words/phrases/sentences : Oral 語、句、文レベルのアウトプット（音声による）
④ Extended discourse : Written 談話レベルのアウトプット（文字による）
⑤ Extended discourse : Oral 談話レベルのアウトプット（音声による）
Focus on
（焦点）










①-1 Linguistic items 言語項目
①-2 Meta linguistic comment 言語項目以外
②-1 Fiction 架空の状況
②-2 Non-Fiction 現実社会の状況（＝authentic）
③ Personal information/opinion 個人情報／個人の意見
日本語教材作成のための三つの視点
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